
ア
メ
リ
カ
滞
在
記 

⑮ 

プ
エ
ル
ト
リ
コ
と
メ
キ
シ
コ
・
カ
ン
ク
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

霧
野
萬
地
郎 

 

 

▼
カ
リ
ブ
海
に
位
置
す
る
プ
エ
ル
ト
リ
コ
は
ア
メ

リ
カ
の
準
州
だ
が
、
米
国
籍
以
外
の
ビ
ジ
タ
ー
は

空
港
で
入
島
審
査
が
あ
っ
た
。
通
貨
は
米
国
ド
ル

で
あ
り
、
そ
の
点
は
不
便
な
い
が
、
言
葉
は
ス
ペ

イ
ン
語
が
通
常
使
わ
れ
、
英
語
は
通
じ
難
い
。 

１
９
７
８
年
か
ら
５
年
間
、
音
響
製
品
の
担
当

者
と
し
て
、
NJ
か
ら
こ
の
島
へ
幾
度
と
な
く
仕
事

で
飛
ん
だ
。
嵩
張
る
ス
ピ
ー
カ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
輸

送
コ
ス
ト
節
減
の
為
に
こ
こ
で
生
産
を
し
て
い
た
。 

当
時
の
島
に
は
日
本
語
放
送
は
な
い
の
で
、
NJ

の
自
宅
で
週
一
回
の
日
本
語
番
組
を
録
画
し
た
ビ

デ
オ
を
定
期
的
に
日
本
人
駐
在
員
へ
送
付
し
た
。 

１
９
８
３
年
以
降
は
こ
の
島
で
ペ
ー
ジ
ャ
ー
の

生
産
も
さ
れ
た
。
貿
易
摩
擦
に
絡
ん
だ
自
動
車
電

話
と
同
様
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
だ
。
こ
の
関
係
で

も
何
回
か
シ
カ
ゴ
か
ら
こ
の
地
を
訪
問
し
た
。 

▼
こ
の
島
に
は
タ
ノ
イ
族
と
云
わ
れ
る
原
住
民
が

数
万
人
の
規
模
で
住
ん
で
い
た
が
、
大
航
海
時
代

の
15
世
紀
末
に
ス
ペ
イ
ン
人
が
入
っ
て
、
植
民
化

さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
雇
っ
た
カ
リ

ブ
の
海
賊
の
攻
撃
に
対
し
て
要
塞
モ
ロ
城
を
造
る

事
で
18
世
紀
末
ま
で
ス
ペ
イ
ン
領
と
し
て
そ
れ
な

り
に
平
穏
な
時
代
だ
っ
た
。 

し
か
し
、
１
８
９
８
年
の
米
西
戦
争
で
、
勝
っ

た
米
国
へ
島
は
割
譲
さ
れ
、
米
国
連
邦
政
府
の
統

治
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
独
立

を
目
指
す
勢
力
が
島
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
米

国
本
土
に
於
い
て
も
活
発
化
し
た
。
ト
ル
ー
マ
ン

大
統
領
の
暗
殺
未
遂
、
米
国
連
邦
議
会
へ
の
襲
撃

な
ど
反
乱
の
動
き
は
激
化
し
、
事
態
を
重
く
見
た

連
邦
政
府
は
１
９
５
２
年
に
ア
メ
リ
カ
の
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
と
し
て
内
政
自
治
権
を
付
与
し
た
。
米

国
本
土
か
ら
企
業
誘
致
も
図
ら
れ
た
が
、
満
足
な

雇
用
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
多
く

の
農
村
人
口
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
の
大
都
市
へ

移
住
し
た
。
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
が
そ
の
象
徴

的
な
ド
ラ
マ
だ
。
そ
の
後
、
１
９
９
８
年
に
は
州

昇
格
を
目
指
す
動
き
も
あ
っ
た
が
、
住
民
投
票
で

否
決
さ
れ
た
。 

▼
仕
事
か
ら
離
れ
て
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
を
利
用
し

て
家
族
で
訪
ね
た
事
も
あ
っ
た
。
真
冬
の
NJ
州
か

ら
空
路
３
時
間
半
で
首
都
サ
ン
フ
ァ
ン
に
到
着
す

る
。
機
内
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
で
本
土
か
ら
帰
省
す

る
多
く
の
プ
エ
ル
ト
リ
カ
ン
で
満
席
だ
。
サ
ン
フ

ァ
ン
空
港
に
飛
行
機
が
無
事
に
着
陸
し
た
時
に
は

一
斉
に
大
歓
声
と
拍
手
が
機
内
に
沸
き
上
が
っ
て

喜
び
を
表
し
て
い
た
。 

▼
我
々
は
海
沿
い
の
ホ
リ
デ
ィ
イ
ン
に
宿
泊
し
て

レ
ン
タ
カ
ー
で
島

内
の
観
光
を
楽
し

ん
だ
。
そ
の
中
で

も
カ
リ
ブ
海
の
波

の
打
ち
寄
せ
る
モ

ロ
城
は
観
光
の
目

玉
だ
。
サ
ン
フ
ァ

ン
の
旧
市
街
を
散

策
し
て
城
に
入
れ

ば
、
カ
リ
ブ
の
海

風
に
吹
か
れ
、
か

つ
て
の
ス
ペ
イ
ン

時
代
の
堅
牢
な
海
に
突
き
出
る
要
塞
と
そ
の
見
張

り
台
な
ど
を
観
な
が
ら
往
時
に
想
い
を
馳
せ
た
。 

▼
プ
エ
ル
ト
リ
コ
名
産
の
ラ
ム
酒
Don
Ｑ
は
強
烈
だ
。

こ
の
黒
ラ
ベ
ル
は
151
度
と
記
さ
れ
て
い
る
。
口
に

含
ん
で
も
喉
の
手
前
で
蒸
発
し
て
し
ま
う
。
レ
ス プエルトリコのモロ要塞にて 



ト
ラ
ン
の
テ
ラ
ス
で
こ
の
ラ
ム
酒
を
ベ
ー
ス
に
し

た
カ
ク
テ
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
食
事
を
す
れ
ば
、

こ
の
島
固
有
の
小
さ
な
蛙
が
透
き
通
る
声
で
「
コ

キ
・
コ
キ
・
コ
キ
」
と
鳴
い
て
い
る
。
実
に
風
情

が
あ
る
。
そ
の
蛙
の
名
称
も
「
コ
キ
」
と
云
う
。 

島
の
湿
度
は
高
く
、
NJ
で
は
カ
サ
カ
サ
だ
っ
た

肌
が
こ
の
滞
在
で
大
い
に
潤
っ
た
。 

 

冬
ぬ
く
し
要
塞
突
き
出
る
カ
リ
ブ
海 

 
 

「
コ
キ
・
コ
キ
」
と
鳴
く
は
聖
夜
の
夕
蛙 

 

▼
カ
ン
ク
ン
は
メ
キ
シ
コ
湾
と
カ
リ
ブ
海
の
間
に

突
き
出
し
た
ユ
カ
タ
ン
半
島
の
先
端
に
位
置
し
て

い
る
。
１
９
７
０
年
代
に
は
こ
の
地
を
米
国
か
ら

の
観
光
客
を
目
当
て
に
メ
キ
シ
コ
政
府
が
大
規
模

な
開
発
を
進
め
て
い
た
。 

苦
戦
中
の
ス
テ
レ
オ
販
売
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
成
績

優
秀
だ
っ
た
販
売
店
を
こ
の
地
に
招
待
し
た
。
参

加
し
た
店
主
達
は
夫
婦
同
伴
参
加
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
っ
た
の
で
、
私
も
子
供
達
を
知
人
宅
に
預
け
て
、

招
待
者
と
し
て
夫
婦
で
参
加
し
た
。 

カ
ン
ク
ン
の
海
岸
に
面
し
た
ホ
テ
ル
で
感
謝
の

イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
た
が
、
翌
日
は
日
帰
り
観
光
で

マ
ヤ
の
遺
跡
、
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
を
訪
ね
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
た
。
招
待
さ
れ
た
誰
も

が
「
こ
の
企
画
は
と
て
も
印
象
深
く
、
良
か
っ
た
」

と
云
っ
て
く
れ
た
。
ホ
テ
ル
よ
り
バ
ス
で
半
島
の

奥
地
へ
入
り
、
か
つ
て
の
マ
ヤ
文
明
の
栄
光
を
俯

瞰
し
、
そ
れ
を
肌
で
感
る
事
が
出
来
た
。 

▼
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
と
は
マ
ヤ
語
で
「
聖
な

る
泉
、
そ
の
畔
の
水
の
魔
法
使
い
」
を
意
味
す
る
。

こ
こ
は
マ
ヤ
の
最
高
神
ク
ク
ル
カ
ン
を
祀
る
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
を
中
心
に
、
神
殿
、
生
贄
を
捧
げ
る
聖
殿

な
ど
の
建
物
を
配
し
て
、
８
世
紀
か
ら
13
世
紀
頃

ま
で
栄
え
た
遺
跡
だ
。
当
時
の
球
技
場
や
聖
な
る

泉
「
セ
ノ
ー
テ
」
も
あ
る
。
巨
大
な
競
技
場
の
壁

に
は
球
技
後
に
生
贄
と
な
っ
た
敗
者
の
髑
髏
が
い

く
つ
も
彫
ら
れ
て
い
た
。
中
央
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
階

段
は
、
４
面
の
91
段
を
合
計
す
る
と
364
段
で
、

最
上
段
の
神
殿
の
１
段
を
足
す
と
、
ち
ょ
う
ど
365

段
で
あ
る
。
ま
た
１
面
の
階
層
９
段
は
階
段
で
分

断
さ
れ
て
い
る
の
で
合
計
18
段
と
な
り
、
こ
れ
ら

は
マ
ヤ
暦
の
１
年
（
18
か
月
５
日
）
を
表
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
「
暦
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
と
も
呼
ば
れ

る
。
北
面
の
階
段
の
最
下
段
に
ク
ク
ル
カ
ン
（
蛇

が
身
を
く
ね
ら
せ
た
姿
）
の
頭
部
の
彫
刻
が
あ
り
、

春
分
の
日
・
秋
分
の
日
に
太
陽
が
沈
む
時
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
は
真
西

か
ら
照
ら
さ
れ

階
段
の
西
側
に

ク
ク
ル
カ
ン
の

胴
体
が
光
り
現

れ
る
。
こ
れ
を

ク
ク
ル
カ
ン
の

降
臨
と
呼
ば
れ

る
。
そ
の
春
分

の
日
と
秋
分
の

日
に
は
多
く
の

観
光
客
で
賑
わ
う
と
云
う
。 

カ
ン
ク
ン
か
ら
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ッ
ツ
ァ
遺
跡
ま

で
の
森
を
抜
け
る
村
道
で
は
、
現
地
人
メ
ス
テ
ィ

ー
ヨ
の
生
活
も
垣
間
見
え
た
。
か
つ
て
の
日
本
の

開
け
放
た
れ
た
田
舎
の
風
景
に
も
似
て
い
る
。 

 

神
殿
は
永
久
の
暦
や
夏
至
近
し 

 

石
壁
に
並
ぶ
首
級
へ
西
日
の
矢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

続
く 

チチェン・イッツァのピラミッド 


